
平成 16年 12月期 第１四半期業績の概況(連結)  平成 16年 5月 11日
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１.四半期業績の概況の作成方法に係る事項
①会計処理の方法の最近連結会計年度における認識の方法との相違の有無 ：　　有
　　　法人税等の計上基準等に一部簡便的な方法を採用しております。

②連結及び持分法の適用範囲の異動の状況　：　連結（新規）　3社 （除外）　1社

２. 平成16年 12月第１四半期の業績概況（平成 16年 1月 1日 ～ 平成 16年 3月 31日）
(1)経営成績（連結）の進捗状況 （注）百万円未満の端数は四捨五入して表示している。

　　　　売    上    高 　　　　 営　業　利　益 　　　経　常　利　益   四半期(当期）純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

16年 12月期第1四半期 168,357 △ 1.2 10,137 37.7 7,213 53.7 4,538 242.1
15年 12月期第1四半期（注） 170,349 - 7,361 - 4,693 - 1,327 -
（参考）15年 12月期 689,366 38,546 23,840 10,317

     １  株 当 た り 四 半 期     潜在株式調整後１株当たり

　　　（ 当 期 ） 純 利 益    　　 四半期(当期)純利益

円　　銭 円　　銭

16年 12月期第1四半期 3.99 3.72
15年 12月期第1四半期（注） 1.17 -
（参考）15年 12月期 9.07 -

(2)財政状態(連結）の変動状況
      　  総  資  産        　株  主  資 本      株主資本比率 　１株当たり株主資本

百万円 百万円 ％ 円　　銭

16年 12月期第1四半期 956,096 172,244 18.0 151.37
15年 12月期第1四半期（注） 997,671 151,544 15.2 133.17
（参考）15年 12月期 939,879 166,087 17.7 145.96

（注）四半期連結業績の開示は、当第１四半期から実施しておりますので、前第１四半期の実績は参考として記載しております。

３. 平成16年 12月期の連結業績予想（ 平成 16年 1月 1日  ～  平成 16年 12月 31日 ）

　　平成16年12月期の連結業績は、概ね平成16年2月17日に発表したとおりの進捗を予想しており、中間期、通期とも業績予想の
　修正はありません。

　※上記の予想は現時点で入手可能な情報に基づいたものであり、実際の業績は今後さまざまな要因によって異なる結果となる
　 可能性があります。
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４．経営成績（連結）の進捗状況、財政状況（連結）の変動状況に関する定性的情報等 
 
（１）営業の概況 
 

当社グループは中期経営計画「プロジェクト・スプラウト」で掲げた成長戦略事業の育成を

進めるとともに、事業構造改革とコストダウン施策を引き続き推進しました。この結果、平成

１６年第１四半期の売上高は、１，６８３億５７百万円と前年同期比１．２％の減収となりま

したが、営業利益は１０１億３７百万円と、前年同期比３７．７％の増益となりました。経常

利益は７２億１３百万円と、前年同期比５３．７％の増益となり、また、四半期純利益は４５

億３８百万円と、同じく２４２．１％の増益となりました。 
 
セグメント別の第１四半期の営業概況は次のとおりです。 
 
石油化学セグメントにおいては、オレフィン事業はエチレン生産設備の高稼働による販売数

量増と販売価格上昇により増収となりました。有機化学品事業は、販売数量の増加により増収

となりました。一方、子会社の合成樹脂事業は、ポリエチレン事業を前年９月に持分法適用の

日本ポリエチレン株式会社へ移管したため大幅な売上の減少となりました。昭和高分子株式会

社はポリエステル等の市況回復により増収となりました。これにより、当セグメントの売上高

は５６２億７９百万円と前年同期比４．６％の減収となりましたが、営業利益は、３４億３３

百万円と１８．７％の増益となりました。 
化学品セグメントは、ガス・化成品事業は前年同期並みの売上となり、特殊化学品事業は小

幅の増収となりました。これにより、当セグメントの売上高は１８９億４８百万円と前年同期

比２．６％の増収となりましたが、営業利益は、アクリロニトリルの販売価格低下および円高

による農薬輸出価格の低下により、４億７７百万円と６０．４％の減益となりました。 
電子・情報セグメントでは、ハードディスク、化合物半導体、半導体向け特殊ガスの販売数

量がいずれも増加しました。これにより、当セグメントの売上高は２６０億２７百万円と前年

同期比２０．３％の増収となり、営業利益は３７億４０百万円と、１３８．５％の増益となり

ました。 
無機材料セグメントは、セラミックスは販売数量が増加し、人造黒鉛電極は販売数量・価格

ともに上昇しましたが、前上期にフェロクロム国内生産より撤退したため、当セグメントの売

上高は１２６億８１百万円と前年同期比１．２％の減収となりました。営業利益は１１億６３

百万円と２３８．１％の増益となりました。 
アルミニウム他セグメントは、押出品事業はほぼ前年同期並みとなり、圧延品事業、ショウ

ティック事業（鍛造品等）、機能材事業はそれぞれ販売数量が増加しました。一方、熱交換器事

業は国内の販売数量が減少し、アルミニウム缶は減収となりました。この結果、当セグメント

の売上高は５４４億２２百万円と前年同期比６．８％の減収となりましたが、コスト削減効果

の顕現により営業利益は３０億２８百万円と２０．３％の増益となりました。 
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（２）財政状態 
（前期末（平成１５年１２月３１日現在）との比較を行っております） 

 
当四半期末の総資産は、当四半期中におけるユーロ円建転換社債型新株予約権付社債２３０

億円の発行に伴う現金及び預金の増加等により、前期末比１６２億１７百万円増の９，５６０

億９６百万円となりました。有利子負債は、前記社債の発行により、前期末比１６２億１２百

万円増の５，４３６億１百万円となりました。当四半期末の株主資本は、利益剰余金の増加に

加え その他有価証券評価差額金の増加もあり、 前期末比６１億５７百万円増の１，７２２億

４４百万円となりました。 
 

（３）当四半期に実施した主な施策 
 
・2009 年満期ユーロ円建転換社債型新株予約権付社債２３０億円の発行 
   払込期日及び発行日 平成１６年３月２５日 
   償還期限      平成２１年３月２５日 
   利  率              ０％ 
 
・株式交換による平成ポリマー株式会社の完全子会社化の決定 
   株式交換契約書締結 平成１６年３月２２日 
   平成ポリマーの株式交換契約書承認定時株主総会 

 平成１６年６月２９日（予定） 
   株式交換の日    平成１６年８月 ３日（予定） 
   （注．商法第３５８条第１項（簡易株式交換）の規定に基づき、昭和電工においては

株主総会の承認決議を行いません。） 
   株式交換比率 

会社名 昭和電工 
（完全親会社） 

平成ポリマー 
（完全子会社） 

株式交換比率 １ ０．４１ 
 
・ハードディスク事業におけるトレース社（台湾）への出資に関する覚書締結（2 月） 
    出資スキーム等は、トレース社の資産査定結果により決定しますが、同社が実施する

第三者割当増資を当社が引き受ける予定で交渉中です。当社は、同社への出資完了後、

同社における生産設備の増強を視野に入れており、当社グループ全体で月間１，０００

万枚を越える供給能力の確立を目指します。 
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要　約　連　結　貸　借　対　照　表

（単位：百万円）

当第１四半期 前     期 当第１四半期 前     期

科　　　目 16.3.31 15.12.31 増　　減 科　　　目 16.3.31 15.12.31 増　　減

現  在 現  在 現  在 現  在

（資産の部） （負債の部）

流　動　資　産 流　動　負　債

50,380 26,791 23,589 106,308 113,351 △7,043 

123,135 136,405 △13,270 123,124 117,729 5,395 

63,697 60,921 2,776 2,000 － 2,000 

37,889 38,185 △296 71,251 73,830 △2,579 

42,439 38,105 4,334 

275,100 262,301 12,799 345,122 343,016 2,106 

固　定　資　産 固　定　負　債

536,034 538,154 △2,120 92,814 71,814 21,000 

26,064 23,163 2,901 254,413 264,015 △9,602 

118,889 116,244 2,645 8,553 8,640 △87 

43,367 45,012 △1,645 

399,146 389,481 9,665 

  負    債    計 744,268 732,496 11,772 

39,584 41,295 △1,711 

（資本の部）

110,451 110,451 － 

8,875 8,175 700 

15,541 13,271 2,270 

34,832 34,832 － 

6,474 2,501 3,973 

△3,880 △3,096 △784 

680,988 677,561 3,427 △50 △47 △3 

8 17 △9   資    本    計 172,244 166,087 6,157 

956,096 939,879 16,217 956,096 939,879 16,217 

現 金 及 び 預 金

受 取 手 形 及 び 売 掛 金

た な 卸 資 産

そ の 他 の 流 動 資 産

支払手形及び買掛金

計

そ の 他 有 価 証 券
評 価 差 額 金

短 期 借 入 金

そ の 他 の 流 動 負 債

1 年 以 内 償 還
社 債

社 債

1 年 以 内 返 済 予 定
長 期 借 入 金

計

退 職 給 付 引 当 金

資 本 金

資 本 剰 余 金

有 形 固 定 資 産

計

そ の 他 の 固 定 負 債

長 期 借 入 金

投 資 そ の 他 の 資 産

資 産 合 計

無 形 固 定 資 産

利 益 剰 余 金

負 債 、 少 数 株 主 持 分
及 び 資 本 合 計

少 数 株 主 持 分

繰 延 資 産

計

為 替 換 算 調 整 勘 定

自 己 株 式

土 地 再 評 価 差 額 金
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要　約　連　結　損　益　計　算　書

（単位：百万円）

　　項　　  　目 増　　減

168,357 170,349 △1,992

137,823 140,946 △3,123

20,397 22,042 △1,645

10,137 7,361 2,776

1,078 1,342 △264

4,003 4,011 △8

7,213 4,693 2,520

1,934 129 1,805

689 1,150 △461

8,458 3,671 4,787

3,591 2,207 1,384

329 138 191

4,538 1,327 3,211

（注）四半期連結業績の開示は、当第１四半期から実施しておりますので、前第１四半期の実績は参考として
記載しております。

特 別 損 失

四 半 期 純 利 益

税 金 等 調 整 前 四 半 期 純 利 益

法 人 税 等

少 数 株 主 利 益 ま た は 損 失 (△)

特 別 利 益

16. 3.31まで 15. 3.31まで

営 業 外 費 用

販売 費及 び一 般管 理費

売 上 原 価

売 上 高

営 業 外 収 益

営 業 利 益

経 常 利 益

当第１四半期
16. 1. 1から

前第１四半期
15. 1. 1から
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　　　　　セグメント別　売上高・営業利益

 (単位:百万円）

当第１四半期 前第１四半期

16. 1.1から 15. 1.1から
16.3.31まで 15.3.31まで

売 上 高 56,279 58,981 △2,702 
営 業 利 益 3,433 2,892 541 
売 上 高 18,948 18,474 474 
営 業 利 益 477 1,206 △729 
売 上 高 26,027 21,642 4,385 
営 業 利 益 3,740 1,568 2,172 
売 上 高 12,681 12,836 △155 
営 業 利 益 1,163 344 819 
売 上 高 54,422 58,415 △3,993 
営 業 利 益 3,028 2,518 510 
売 上 高 0 0 0 
営 業 利 益 △1,704 △1,167 △537 
売 上 高 168,357 170,349 △1,992 
営 業 利 益 10,137 7,361 2,776 

（注）四半期連結業績の開示は、当第１四半期から実施しておりますので、前第１四半期の実績は
参考として記載しております。

増　減

共 通 ・ 本 部

計

部　 　門

石 油 化 学

化 学 品

電 子 ・ 情 報

無 機 材 料

ア ル ミ ニ ウ ム 他
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